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高 校 生 ボ ラ ン テ ィ ア リ レ ー

　私たち米子南高JRC部は９月１日（文化祭２日目）に鳥取県赤十字

血液センター献血推進課の担当者の方を招いて話をおききしました。身

近なところでは日吉津に献血センターがあるということで友人と足を運

びました。献血センターは設備が整っており、看護師さんに血管の具合

を見てもらい、献血ができそうなら血圧などを測り専門の医師と話すと

いう形でした。残念ながら４人中３人は対象外となってしまいましたが

献血をした１人はとても達成感を感じていました。また機会があれば外

部の方に来ていただいて色々な話を聞きたいと思いました。

鳥取県高等学校青少年赤十字（JRC) 生徒協議会

米子南高等学校JRC部　長榮

　
鳥
取
銀
行
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
２
０
０
０
年
に
設
立
さ
れ
、
地
域
の
将
来
を
担
う
青
少
年
の
健

全
育
成
と
地
域
文
化
の
振
興
を
目
的
に
助
成
事
業
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
設
立
20
周
年
を
迎
え
た

２
０
２
０
年
４
月
「
と
り
ぎ
ん
青
い
鳥
基
金
」
は
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
を
目
的
と
し
た
事
業

と
な
り
、
公
益
財
団
法
人
と
っ
と
り
県
民
活
動
活
性
化
セ
ン
タ
ー
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
鳥
取
県
内

で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取
組
む
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
団
体
　
県
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
県
内
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
で
次
の

要
件
を
満
た
す
も
の
。

①
構
成
人
員
が
２
名
以
上
の
団
体

②
助
成
に
よ
り
購
入
し
た
物
品
を
直
接
に
継
続
活
用
し
運
営
さ
れ
る
団
体

対
象
活
動

①
教
育
活
動
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
お
け
る
「
目
標
４ : 

質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
」（
す
べ
て
の
人
々
に
包
摂
的
か
つ
公
平
で
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
促
進

す
る
）

②
ま
ち
づ
く
り
活
動
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
お
け
る
「
目
標
11 : 

住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
」（
都
市
と
人
間
の
居
住
地
を
包
摂
的
、安
全
、レ
ジ
リ
エ
ン
ト
か
つ
持
続
可
能
に
す
る
）

（
ご
注
意
）
左
記
の
活
動
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
・
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
、
営
利
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
大
き
い
活
動

　
・
宗
教
の
布
教
を
目
的
と
し
た
活
動

　
・
物
品
、
機
材
の
貸
出
し
を
目
的
と
す
る
間
接
的
な
活
動

　
・
啓
発
活
動
、
啓
蒙
活
動
な
ど
、
助
成
効
果
が
間
接
的
な
活
動

助
成
金
額
　
１
団
体
50
万
円
以
内
（
下
期
助
成
金
額
１
０
０
万
円
）

応
募
方
法
　
当
基
金
所
定
の
「
助
成
金
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
込
先
へ
提
出

締
切
　
令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）

提
出
・
問
合
わ
せ
先

■
公
益
財
団
法
人
と
っ
と
り
県
民
活
動
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　「
と
り
ぎ
ん
青
い
鳥
基
金
」
事
務
局

　
倉
吉
市
山
根
５
５
７
番
地
１
　
パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
２
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
８
‐
２
４
‐
６
４
６
０
（
担
当 : 

椿
・
山
田
）

　E
-m

a
il :in
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@

to
tto

ri-k
a
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.n
et

■
鳥
取
銀
行
本
支
店

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
７
‐
３
７
‐
０
６
２
３
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助

成

金

情

報

VOLUNTEERによる福祉のまちづくり

12・112・1月号月号 ぼらんてぃあ情報
２
０
２
３
年
度
下
期
「
と
り
ぎ
ん
青
い
鳥
基
金
」
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上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
お
楽
し
み
の
抽
選
会
、
惜
し
く
も
選
ば
れ
な
か
っ
た
方
に
も
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ

り
と
い
う
形
で
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
参
加
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
緒
に
楽
し

む
と
い
う
趣
旨
か
ら
「
全
員
参
加
」
の
形
を
取
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
共
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
開
催
ま
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
前
日
準
備
、
当
日
の

運
営
に
後
片
付
け
と
皆
さ
ま
に
協
力
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
、
当
日
は
ス
ム
ー
ズ
に
大
き
な
問
題
も
な
く

開
催
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。「

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
情
報
」
編
集
局
長
　
小
島
知
子

■
第
42
回
「
米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い
」

ご
報
告

　
９
月
24
日
（
日
）、「
米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い
～
わ

く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
～
」
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
秋
晴
れ
、
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

会
場
と
な
っ
た
「
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
市
民
体
育

館
」
の
中
は
、
多
数
の
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
、
歓
声
が
あ
ふ
れ
、
の
び
の
び
と
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
伊
木
米
子
市
長
、
中
村
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

初
め
て
の
試
み
「
わ
く
わ
く
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
り
っ

ぷ
る
音
楽
団
の
「
歌
と
演
奏
」、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り
の
「
銭
太
鼓
と
朗
読
」
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
歌
と
演
奏
で
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
拍
子

し
て
一
緒
に
楽
し
み
、「
外う

い

郎ろ
う

売う

り
」
の
朗
読
は
固か

た

ず唾

を
飲
ん
で
見
守
り
、
終
わ
っ
た
瞬
間
に
大
き
な
拍
手

う ご き

9月

◆11日…「米子市福祉のつどい」事前説明会（14団体）

　23日…「米子市福祉のつどい」前日準備（12団体）

　24日…「米子市福祉のつどい」（15団体）

10月

◆9日…アクアスロン皆生大会（4団体）

◆17日…「米子市福祉のつどい」報告書入稿（中村）

11月

◆10日…第１回役員会

　　　　（中村・岩浅・小島・深田・川端・辻・友松）

◆14日…「米子市福祉のつどい」報告書初校（中村）

9 月 16 日～ 11 月 15 日

　晴れた日の夕方、西の空を赤く染める夕日。眺めな

がら今日 1日を振り返ったり、「明日も晴れるな」と

明日を思ったり。1年中見られる光景ですが、秋の夕

暮れは「つるべ落とし」の言葉通り、あっという間に

暗闇に包まれてしまいます。秋の夕暮れがことさら美

しく感じられるのは、夕焼けを眺められる時間が短い

からでしょうか。

　太陽が顔を出す時間が少なくなる「山陰の冬」へ

の移ろいを感じながら、残り数枚になったカレンダー

の購入を考える時期になりました。先日読んだ本の中

に、「冬至」の日が一番日の入りが早いように感じる

けれど、実際はその数日前が一番早いのだと紹介され

ていました。何かに追われたかのような時間を過ごし

がちですが、穏やかに日常が過ぎていきますように。

（小島知子）

～「つるべ落とし」のち「冬至」～

小さな発見、日々折々 (10)

が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
卓
球
バ
レ
ー
協
会
の
協
力
を
い
た
だ
い
た

「
卓
球
バ
レ
ー
体
験
」
で
は
、チ
ー
ム
分
け
さ
れ
た
コ
ー

ト
に
集
ま
り
、
簡
単
な
ル
ー
ル
説
明
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ト
で
対
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
か

ま
ぼ
こ
板
大
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
し
て
戸
惑
い
つ
つ

も
、
練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
要
領
を
つ
か
ん
で
、
各

コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
鳥

取
県
卓
球
バ
レ
ー
協
会
の
方
か
ら
、
サ
ー
ブ
で
の
狙

い
ど
こ
ろ
や
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
パ
ス
で
つ
な
ぐ
プ

レ
イ
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
試
行
錯
誤
し
つ
つ
も
、
ポ
イ
ン

ト
を
取
る
た
び
に
あ
ち
こ
ち
の
コ
ー
ト
か
ら
歓
声
が

卓球バレー
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
受
付
、
会
場
案
内

な
ど
で
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。〝
自
分
に
出
来
る
事
は
何
だ
ろ
う
〟

と
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な
方

と
触
れ
合
い
な
が
ら
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
Ｔ
・
Ｙ
）

の
音
色
は
な
ぜ
か
心
に
響
い
て
く
る
」「
涙
が

出
た
」「
感
動
し
た
」
な
ど
と
仰
っ
て
頂
き
、

と
て
も
熱
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も

思
い
ま
す
、
こ
の
演
奏
を
通
し
て
の
活
動
は

心
の
交
流
が
で
き
る
場
だ
と
。

（
安
岡
裕
子
）

フレイル予防にギアチェンジ！
（介護支援ボランティアで活躍されている方紹介）

「フレイル」とは、加齢とともに心身の活力が低下し、要介護状態となる危険性が高くなった状態をいいます。健康と要介
護の中間に位置し、放っておくと要介護につながる危険が高まります。早めに気づき適切な取組を行うことで、進行を防ぎ、
健康寿命を延ばせます。あなたもボランティア活動をしながら「フレイル予防」をはじめませんか？

◆ボランティア活動のきっかけ
　私は元来「出たろべー」の気質。（PＴAや自治会etc）永江地区がフレイル
予防実践のモデル地区になった時、古い友人が関わっており、私も高齢者の一
員となる時期でもあったので、ボランティアとして応募しました。
◆ボランティア活動をして良かったこと
　永江地区でのボランティア活動からChukaiコムコムスクエア（米子市フレイ
ル対策拠点）に範囲を広げて活動することで、永江地区もリモート会場として
つながりができました。さらにChukaiコムコムスクエアで多くの人との関わり
の中で、自分ができることを続け、身近なところから行動することでいろいろ
な楽しみが増え、ボランティア活動して本当に良かったと思っています。

永江地区　松尾　隆博さん

　

活
動
報
告

　
今
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５

類
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
最
近
、

施
設
や
サ
ロ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

依
頼
内
容
は
様
々
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
登
録
の
方
々
に

快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
ご
活
躍
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
２
団
体
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
手
話
サ
ー
ク
ル
手
の
会

■
身
体
障
が
い
者
福
祉
大
会

■
令
和
５
年
11
月
７
日
（
火
）

■
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際
会

議
室

　
手
話
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
の
で
、

普
段
か
ら
ろ
う
の
方
と
は
交
流
し
て
い
る
の

で
す
が
、
今
回
初
め
て
、
こ
の
よ
う
な
大
会

　
ド
ル
チ
ェ

■
サ
ロ
ン
　
あ
じ
さ
い
の
会

■
令
和
５
年
11
月
10
日
（
金
）

■
福
米
西
公
民
館

　
私
達
の
演
奏
と
共
に
、
一
緒
に
大
き
な
お

声
で
歌
わ
れ
、
時
に
笑
い
が
起
こ
り
、
場
が

ど
ん
ど
ん
和
や
か
に
な
り
楽
し
い
ム
ー
ド
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
演
奏
し
な
が
ら
皆

様
の
歌
声
や
元
気
な
お
声
掛
け
に
癒
さ
れ
、

元
気
を
頂
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
後
、「
二
胡

地区ごとに、弁当仕分け

二胡、琴、キーボードの協演

ボランティアデータ
９月 1 日～ 10 月 31 日

※米子市ボランティアセンターを通して行われたデータです。

新規個人登録

（登録総数　391 人）

新規団体登録

（登録総数　82 団体 2,684 人）

依頼（要請・お願い）

相談（助言・情報提供）

コーディネート

（うち活動団体 / 16 団体、個人 / 17 人）

 2 人

 1 団体

10 件

61 件

34 件
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２
０
２
３
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に

年
末
と
な
り
ま
し
た
。
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
や
、
反
省
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
し
て

い
た
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
に
た
く
さ
ん

行
き
、
３
年
分
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
、
楽
し
み
が
あ
る
と
頑
張
れ
ま
す

ね
☺

　
皆
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
も

是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
あ
り
）

　「ボランティアって、どんな活動があるの？」「どんなことに気をつけたらい

いの？」など、ボランティア活動を始める前の心構えや市内のボランティア活

動をご紹介します。活動されている方の体験談を聞いたり、実際に体験をして

みませんか。

【日時】　令和６年１月26日（金）10：00 ～ 12：00

【内容】　①ボランティア活動を始める前の心構え

　　　　　講師：米子市ボランティアセンター職員

　　　　②ボランティア紹介・体験【傾聴】

　　　　　講師：よなご傾聴しあわせの会会員

【対象】　�市内に在住、在学、在勤の方で興味のある方ならどなたでもご参加い

ただけます。

【会場】　ふれあいの里２階　　【定員】　先着25名　　【受講料】　無料

　地域のサロンで世話役として活動されている方、または、これから活動を始

めてみようと思っている方を対象に、簡単にできるレクリエーションをご紹介

します。

【日時】　令和６年２月５日（月）10：00 ～ 11：30

【内容】　身近なもので作ってみよう！遊んでみよう！

　　　　　講師：おもちゃ工房・とんぼ舎　伊達　孝禮さん

【対象】　�市内に在住、在学、在勤の方で地域活動に興味のある方ならどなたで

もご参加いただけます。

【会場】　ふれあいの里２階　　【定員】　先着20名　　【受講料】　無料

令和５年度　ボランティア入門講座

令和５年度　レクリエーション講座

講座案内

編 

集 

後 

記

開所時間　８：30 ～ 17：15

※水曜日が祝日の場合は開館し、
　翌日が休館日となります。

※ 1/14（日）、1/28（日）は電気  
　工事の為、全館休館となります。

6日、13日、20日、27日、
29日～31日

１日～３日、10日、14日、
17日、24日、28日、31日

【12 月】

【１月】

12 1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
を

　
　
　
　
　

 

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

友だち
募集中

2024

【申込み・お問合せ先】

氏名・住所・電話番号を下記の申込み先までお電話かＦＡＸにて申込みくだ

さい。

（手話通訳・要約筆記が必要な方はその旨をお申込み時にお伝えください。）

米子市ボランティアセンター（水曜休館日）

　TEL23 － 5455　FAX37 － 3855


